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A-1) 専門領域：固体物理化学

A-2) 研究課題：

a) 固体核磁気共鳴分光法を用いた単層カーボンナノチューブ集合体の電子状態の研究

b) 単層カーボンナノチューブのガス吸着特性の研究

A-3) 研究活動の概略と主な成果

a) 固体核磁気共鳴分光装置を用いて、単層カーボンナノチューブ集合体及びアルカリ又はハロゲンをドープした単層

カーボンナノチューブ集合体の13C-スピン -格子緩和時間測定を行い、ドーピング量に伴う極低温における電子状

態の変化及び、Raman散乱における伸縮振動モードと電子状態の対応つけを世界で初めて行った。その結果、ドープ

した単層カーボンナノチューブは、rigid band的な描像が良く成り立つ系であることを明らかにした。

b) ガス吸着等温線測定及びXeガスを吸着させた試料の129Xe-NMR測定により、単層カーボンナノチューブ集合体の

細孔構造を明らかにした。さらに、上記の方法で細孔構造の評価を行った良質の試料について、十分に高純度の水素

ガスを用いて水素吸着等温線を調べることにより、チューブ固有の水素吸着特性を明らかにした。
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C) 研究活動の課題と展望

　近年、単層カーボンナノチューブの電子材料としての可能性が指摘され、世界中の多くの研究グループにより研究が繰り

広げられているが、我々の研究結果は、その低温電子状態は理論計算によって予測される結果と比較的良く一致する比較

的素直な物質であることを明確に示した。単層カーボンナノチューブのもうひとつの大きな特徴はその特異的な表面構造に

あり、各種原子、分子との間に特徴的な相互作用ポテンシャルを形成する点にある。今後は、単層カーボンナノチューブの持

つ上記の特徴を積極的に活用した新物質開発、ならびにその電子状態の解明を目指す。


